




（平成 25～26 年度文科省科学研究費補助金研究） 
 
長尾 博（宮城教育大学特別支援教育講座）  
 
要約  

























 表Ⅰ -1 現行文科省著作点字教科書に見る点図の掲載状況  
 
























算数 1 436 431 0 5 0 0 0 0 0 0
算数 2 332 254 0 78 0 0 0 0 0 0
算数 3 425 317 2 91 15 0 0 0 0 0
算数 4 423 221 0 190 2 10 0 0 0 0
算数 5 387 152 0 211 10 1 7 0 6 0
算数 6 315 126 1 163 7 1 2 9 6 0
社会 3.4 54 16 32 0 6 0 0 0 0 0
社会 5 147 10 104 0 12 10 3 0 8 0
社会 6 63 18 36 0 3 3 3 0 0 0
理科 3 87 84 0 0 0 0 0 0 3 0
理科 4 113 98 0 0 3 12 0 0 0 0
理科 5 114 105 0 0 5 0 0 0 4 0












グラフ類 0 1 0 6 3 10
地図類 0 0 1 0 0 1
その他図版 1 0 0 0 0 1
グラフ類 0 1 0 0 2 3
地図類 0 0 1 1 0 2
























図Ⅰ 触指が交差部で曲がる傾向がある重なりのある点図  
 
 この他に，点図読み取り指導に関わって，その必要な諸能力として長尾は次
の 6 点を難易度順にあげている（長尾， 2005）。  
 ａ．厚紙や板などでできた図形間の合同，相似，拡大・縮小関係がわかる力  

















カ盲人印刷所 (APH: American Pr inting  House for  the Bl ind)が発表している












究として ，実験 的に その読 みやす さや 効率性を 研究し たも のとし て，長尾
（ 2009）は，グラフの格子線方眼の書き方として，凸線方眼を避けて格子点



















成 25 年度）  
 盲学校小学部用文科省著作点字教科書に掲載されている点図の読み取り能力
を具体的にリストアップした（点字教科書の範囲は，図版の多い算数 1～ 6 年，
社会 3～ 6 年，理科 3～ 6 年とした）。その上で，これら諸能力を，触知覚優位
の読み取り技法なのか，触認知優位の読み取り技法なのかを中心に検討し，触
図読み取り実験のための触図課題を次の分類により点字プリンタ ESA721（図
形点訳ソフトはエーデル Ver6.56 を使用）にて作成した。  
 Ａ．触知覚に関する諸能力を判定する課題  
 ａ． 4 種の図形の弁別課題  
 ｂ． 5 種のサイズによる弁別課題  
 ｃ．裏打ち点（凹点）の弁別課題  
 ｄ．長さの弁別課題  
 ｅ．二重線幅の弁別課題  
 ｆ．その他（矢印の鏃の形や切断する線の間隔などの最小読み取り値等）  
 Ｂ．触認知の諸能力を判定する課題  
 ａ．直線の傾きをイメージする課題  
 ｂ．面積をイメージで広げる課題  
 ｃ．展開図から立体をイメージする課題  
 ｄ．重なり部分をイメージする課題  






 た後にその図形 4 枚でできる面積をもつ図形を探す課題等）。  
 本稿では，この中より，表Ⅲ -1，表Ⅲ - 2 に分類した 37 種類の触図読み取り
実験の結果を紹介し，考察を加える。（なお，紙幅の都合にて本稿内に実験に














A0 1 . 三角形-サイズ3
A 0 6 . 円 - サイズ3
A 1 1 . 平行四辺形-サイズ3
A 1 6 . 正方形-サイズ3
A 0 3 . 円 - サイズ4
A 0 7 . 平行四辺形-サイズ4
A 1 4 . 正方形-サイズ4
A 2 0 . 三角形-サイズ4
A 0 4 . 平行四辺形-サイズ5
A 0 9 . 円 - サイズ5
A 1 5 . 三角形-サイズ5
A 1 9 . 正方形-サイズ5
A 0 5 . 正方形-サイズ6
A 1 0 . 三角形-サイズ6
A 1 3 . 円 - サイズ6
A 1 8 . 平行四辺形-サイズ6
A 0 2 . 平行四辺形-サイズ7
A 0 8 . 正方形-サイズ7
A 1 2 . 三角形-サイズ7
A 1 7 . 円 - サイズ7
A 2 1 . 凹点縦２こ
A2 2 . 凹点横２こ
A2 3 . 凹点右斜め２こ
A2 8 . 凹点方眼目盛数え
A2 6 . 横の長さ
A2 7 . 縦の長さ
二重線幅の弁別 ( 2 課題 ) A 2 4 . 横二重線の幅
直線の傾きをイメージする ( 1 課題 ) B 0 1 . 垂直傾き
B 0 2 . 正方形４こでできる形
B 0 3 . 三角形４こでできる形
B 0 4 . 展開図上の向かい合う面１
B 0 5 . 展開図上の向かい合う面２
B 0 6 . ３枚の折り紙の重なり順
B 0 7 . ２この正方形の重なり図
B 0 8 . 円錐の平面・立面図
B 0 9 . 三角柱の平面・立面図
A .触知覚の判定 ( 2 8 課題 )
B .触認知の判定 ( 9 課題 )
サイズ3 - ４種の図形弁別 ( 4 課題 )
サイズ4 - ４種の図形弁別 ( 4 課題 )
サイズ5 - ４種の図形弁別 ( 4 課題 )
サイズ6 - ４種の図形弁別 ( 4 課題 )
サイズ7 - ４種の図形弁別 ( 4 課題 )
凹点 （裏打ち点）の弁別 ( 4 課題 )
長さの弁別 ( 2 課題 )
面積をイメージで広げる ( 2 課題 )
展開図から立体をイメージする ( 2 課題 )
重な り部分をイメージする ( 2 課題 )




















































 に，点図の読み取りでは十分経験をもつ「点図既学習グループ」（ 3 名：大学




る学習歴の聞き取り，点字 1 分間読み速度テストの結果等をもって判断した。  
 
表Ⅲ -2 被験者の概要  
 
ｂ．実施期間  
 平成 26 年 9 月から 10 月  
ｃ．実施場所  
 宮城県視覚障害者情報センター（先天盲 0 名，後天盲 5 名），滋賀県立視覚









a 男 61 なし 0
b 女 54 なし 71
c 男 66 なし 45
d 男 67 なし 50
e 女 49 なし 202
f 女 63 なし 0
g 女 48 なし 0
h 女 48 なし 0
i 女 52 なし 0
j 女 72 なし 0
k 男 49 なし 0
l 男 42 なし 0
m 女 55 なし 3
n 女 53 なし 0
o 男 41 なし 1
p 男 41 なし 2
q 男 31 なし 2
r 男 43 なし 141
s 女 55 なし 432
t 女 72 なし 384
u 女 75 なし 348
v 男 45 なし 145
w 男 22 あり 490
x 女 21 あり 416























 ー（先天盲 3 名，後天盲 7 名）の 3 か所  
ｄ．触図課題の作成  
 図形点訳ソフトに「エーデル Ver.6.56」を用い，点字プリンタ ESA721 に
て点図を作成した。  
 点図では，点字の 1 点の大きさと同様のものを「中」の点，それよりも小さ
い点を「小」の点と呼ぶ（中の点は白色，小の点は黄色にて表示した）。中の
点による線は点間隔 6dot，小の点の線は点間隔 5dot が標準となっている。ま
た，触図実験課題の名前に出てくる「図形サイズ 3～ 7」のおよその mm は次
の通りである。サイズ 3＝底辺または直径外寸 4.5mm（以下，mm はすべてそ
の図形の底辺または直径のおよその外寸値とする），サイズ 4＝ 5.5mm，サイ
ズ 5＝ 7.5mm，サイズ 6＝ 9.5mm，サイズ 7＝ 11.5mm となる。（なお， 1dot は，




















 触知覚課題 28 種における先天盲グループの平均正答率は 81.3％となり，後
天盲グループ平均の 61.8％を 19.5 ポイントも上回った。これに対して，触認
知課題 9 種では，逆に，後天盲グループの平均正答率が 61.4％となり，先天





表Ⅳ -1 触図課題全体に見る先天盲・後天盲別正答率  
 










































図Ⅳ -1 触知覚優位の先天盲／触認知優位の後天盲の傾向  
－ 21－
 ２．点図初学者の読み取り易さに配慮した図形の形と大きさ  
 4 種の図形（正方形・平行四辺形・三角形・円）を，それぞれ図形サイズ 3




（ 4 種平均は 71.2％）。これに対して，先天盲グループではどの図形も 90％以
上の正答率となり読みやすさに違いはなく， 4 種平均でも後天盲グループを約
20 ポイント上回る 91.9％の正答率となった。  
 
表Ⅳ -2a 図形の形弁別に見る先天盲・後天盲別正答率  
 
 













 ｂ．後天盲グループでは，図形サイズ 3（ 4.5mm）の 42.7％の低い正答率から
始まり，図形のサイズが大きくなるほど正答率が上がり，サイズ 6（ 9.5mm）
の 86.8％，サイズ 7（ 11.5mm）の 85.3％が上限となった。これに対して，先
天盲グループではどの図形サイズでも後天盲グループの正答率を上回り（ 5 種
平均は 91.9％），特にサイズ 5（ 7.5mm）以上ではほぼ 100％の正答率となっ
た。  
 






















 低くなった。 4 課題のうち，先天盲グループは 3 課題で 100％の正答率（斜め























 （先天盲平均 18.8％，後天盲平均 26.5％）と，同じ幅の二重線を探す課題












から立体をイメージする (2 課題 )」（先天盲全体 50.0％：未学習者 20.0％）と
「重なり部分をイメージする (2 課題 )」（先天盲全体 43.8％：未学習者 20.0％），













触知覚課題全平均 81.3% 78.6% 61.8%
触認知課題全平均 43.1% 24.4% 61.4%
直線の傾きをイメージする(1課題) 62.5% 60.0% 58.8%
面積をイメージで広げる(2課題) 37.5% 20.0% 44.2%
展開図から立体をイメージする(2課題) 31.3% 20.0% 61.8%
重なり部分をイメージする(2課題) 43.8% 20.0% 53.0%
平面図と立面図から立体をイメージする(2課題) 50.0% 20.0% 88.3%
－ 25－
  
図Ⅳ -5 先天盲内点図未学習者の触認知課題正答率の低さ  
 
６．点図読み取りの難易度別に見る触図課題の排列 
ａ．表Ⅳ -1 の 37 種の触図課題全体を正答率の高い順に先天盲・後天盲別に並
べてみたのが図Ⅳ - 6a である。ともに触知覚課題の方が触認知課題よりも相対
的に正答率は高いが，先天盲グループにおいて触認知課題として最初に現れる










図Ⅳ -6a 先天盲・後天盲別全触図課題の正答率順排列  
 
ｂ．全 37 課題を，点図読み取り能力の種類ごとに 17 の小分類に整理し（触
知覚課題 12 分類：触認知課題 5 分類），これらの読み取りに求められる諸能
力を正答率から難易度順に並べてみた。両グループともに正答率が低い「二重
線の幅」「長さ」の 2 課題を除くと，点図未学習の先天盲グループでは，「図形
サイズ 5～ 7（ 7.5～ 11.5mm）の弁別」→「凹点の弁別」→「図形の形の弁別」
→「図形サイズ 3～ 4（ 4.5～ 5.5mm）の弁別」→「 5 種の触認知課題」となっ
た。これに対して後天盲グループでは，触認知課題の「平面図と立面図から立
体をイメージ する力」（ 88.3％）が最も易しい力となり，「図形サイズ 7～ 4











 ージにて組み立てる力」が低いという特徴を示した。  
 
 








触 認 知 課 題 に 強 い 」 と い う 傾 向 は ,点 字 触 読 能 力 を 高 め る と 図 形 サ イ ズ 3
（ 4.5mm）のような小さな図形弁別や凹点の読み取り能力においても不利にな
らないことを示すとともに ,逆に ,点字が読める／読めないにかかわらず ,触認知
能力を高めることはできるということを示した。点字の触読指導と並行しての
早期からの点図触読指導が求められるところである。  
 また ,点図触読指導を始めるにあたっては ,本実験における後天盲グループが
示した触知覚・触認知課題の正答状況が役立つであろう。つまり ,形の教材を
提示する場合 ,三角形や円の弁別のしやすさ ,また ,図形サイズは中の点 6 個
（ 9.5mm）が 1 辺となるくらいの大きさが読みやすいこと ,そこからスタート
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